
 
いじめ防止等対策委員会の組織図                                                       

       
● いじめに関する年間指導計画の検討   ● 定例会議（ＳＣ参加、年間３回） 
● いじめの把握・調査 
● いじめに関する校内研修等の企画立案 
● いじめに関する取組の評価検討（チェックシートの作成及び実施） 
● 一次、二次、三次支援の段階に応じたケース会議 
● 校内組織や保護者・地域・関係機関との日程調整  

いじめ防止等対策委員会 
校長、教頭、主幹教諭、児童生徒指導部長、人権教育主任、養護教諭、寮務主任 
スクールカウンセラー、その他、ケースに応じて校長が必要と判断する者 

い
じ
め
の
情
報 

職員会 
人権教育推進委員会 
児童生徒指導部会 
クラス・学年・学部会 
ケース会議      等 

ＰＴＡ 
開かれた学校づくり推進委員会 
特別支援教育課 
人権教育課 
中村警察署 
地方法務局 
心の教育センター  等 

校内組織 保護者・地域・関係機関 

 
「いじめ防止等対策委員会」を母体とし、弁護士や精神科医、学識経験者、心理や福

祉の専門家であるスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の専門的知

識及び経験を有する者であって、当該いじめ事案の関係者と直接の人間関係又は特別

の利害関係を有しない者（第三者）で構成する。 
重大事態対策委員会 


